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【 ディ プロマ・ ポリ シー，カリ キュラ ム・ ポリ シー，授業科目，履修方法，授業要旨】



情報・ 電気・ 数理データ サイ エンス系の学位授与と 教育課程編成・ 実施の方針

情報工学コ ースディ プロマ・ ポリ シー

工学部工学科情報・ 電気・ 数理データ サイ エンス系情報工学コ ースは， 高度情報化社会の基盤を 支える のに必要不可欠な人材を

養成する 。 具体的には， コ ンピ ュ ータ のソ フ ト ウェ ア及びハード ウェ ア， 情報と 計算の科学， 画像・ 音声・ 自然言語等の処理， 人

工知能に関する基礎知識を 有し ， それら を社会情報システムや知能システムに応用でき る能力を 有する情報処理技術者・ 研究者を

養成する 。

情報工学コ ースディ プロマ・ ポリ シーはこ の理念に基づき ， 所定の期間在学し ， 所定の単位を 修得し た学生に対し ， 以下の能力

を 身に付けたも のと 認定し ， 学士（ 工学） の学位を授与する 。

情報工学コ ース D P・ コ ンピ テンシー

学部 D P コ ース DP 要素 コ ース D P 詳述 コ ンピ テンシー コ ン ピテン シー詳述

教養１
多面的に考える 素養と

能力【 教養１ 】

持続可能な 開発目標（ SDGs） に掲

げら れている 多様性と 包摂性のある
社会の実現のため， 技術者・ 研究者

と し て，今日的課題についての知識，

多面的に物事を 考える素養と 能力を

身に付けている 。

俯瞰的な 課題把握と 総合
的な調査

今日的課題， 多様な考え方， 事実等に関し ， 意見や結論
を 述べる ための俯瞰的な課題把握と 総合的な調査を する

こ と ができ る 。

多様性の理解と 社会参加
持続可能な社会実現のため，多様な地域や文化を 理解し ，

その中で活動するこ と ができ る。

教養２
技術者・ 研究者倫理

【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影響や効

果， 技術者・ 研究者が社会に対し て
負っ ている責任などを理解し ， 技術

者・ 研究者と し ての倫理能力を 身に

付けている。

技術者・ 研究者責任の理

解

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技術者・ 研究者

が社会に対し て負っ ている 責任を 理解し 説明する こ と が

でき る。

技術者・ 研究者倫理の理
解

技術者・ 研究者と し ての倫理的責任を 認識し 説明する こ
と ができ る。

専門性１
工学系人材と し ての基
礎知識の活用能力

【 専門性１ 】

数学， 自然科学， 工学， 及び情報・
数理データ サイ エン スに関する 基礎

知識の活用能力を 身に付けている 。

数学の知的基盤
数学分野の基礎知識を 修得し ， こ れら の知識を 技術的専

門知識と 関連づける こ と ができ る 。

工学・ 自然科学の知的基
盤

工学・ 自然科学分野に関する 基礎知識を 修得し ， こ れら
の知識を 技術的専門知識と 関連づけ， 整理する こ と がで

き る 。

情報・ 数理デー タ サイ エ

ンスの知的基盤

情報・ 数理データ サイ エ ン ス 分野の基礎知識を 修得し，

こ れら の知識を 技術的専門知識と 関連づける こ と ができ

る 。

専門性２

プロ グラ ミ ン グ言語の

理解と 実践

【 専門性２ －１ 】

代表的な プ ロ グ ラ ミ ン グ言語の文

法， 特徴， 背後にある思想や数学的

理論を 理解し ， 適切なプロ グラ ムを

作成する 能力を 身に付けている 。

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言語の理

解と 実践

代表的なプロ グラ ミ ン グ言語の文法， 特徴， 背後にある

思想や数学的理論を 理解し ， 適切なプロ グラ ムを 作成で

き る 。

情報処理システムの理

解と 応用

【 専門性２ －２ 】

コ ンピ ュ ータ のハード ウェ アと ソ フ

ト ウェ アに関する技術を 理解し ， 目

的に応じ た情報処理システムを 設計

する能力を身に付けている 。

情報処理シ ス テ ムの理解

と 応用

コ ン ピ ュ ータ のハード ウェ アと ソ フ ト ウェ アに関する 技

術を 理解し ， 目的に応じ た情報処理システムを 設計でき

る 。

知能情報処理技術の理

解と 応用

【 専門性２ －３ 】

画像， 音声， 自然言語等の処理技術

と 人工知能に関する 基盤技術を 理解

し ， それら を コ ンピ ュ ータ 上に実装

する能力を身に付けている 。

知能情報処理技術の理解

と 応用

画像， 音声， 自然言語等の処理技術と 人工知能に関する

基盤技術を 理解し ， それら を コ ン ピ ュ ータ 上に実装でき

る 。

課題発見・ 解決能力

【 専門性２ －４ 】

複雑な社会課題を 特定し ， 情報処理

技術を 活用し た解決策を 提示する 能

力を 身に付けている 。

課題発見・ 解決能力
複雑な社会課題を 特定し ， 情報処理技術を 活用し た解決

策を 提示する こ と ができ る 。

情報力

社会課題解決のための

情報収集・ 分析・ 発信

能力【 情報力】

先端的な工学の発展を担う ため， 社

会の要求に関し ， 情報の収集と 分析

によっ て課題を 整理し ， 的確に理解

する能力， 成果を 効果的に発信する
能力を 身に付けている。

情報収集・ 分析能力
情報を 的確に収集し ， データ に基づいて適切に分析する
こ と ができ る 。

情報活用・ 発信能力

先端的な工学の発展を 担う ため， 情報のアッ プデート と

品質管理を 行い， データ に基づいた判断を 下し ， ま た，

成果を 効果的に発信でき る 。

行動力１
コ ミ ュ ニケーショ ン 能

力【 行動力１ 】

様々な専門分野と の学際的・ 国際的
な協力を 行う ための， 論理的な記述

力， 口頭発表力， 討議力等のコ ミ ュ

ニケーショ ン スキルを身に付けてい

る 。

国際的視野 世界的水準で重要な事象を 理解し 議論でき る。

コ ミ ュ ニケーショ ン能力 論理的かつ効果的な記述， 口頭発表， 討議ができ る 。

行動力２
仕事の立案遂行及び総
括能力【 行動力２ 】

創造的・ 計画的に仕事を 進め， リ ー
ダーシッ プを 発揮し ， 成果と し てま

と める 能力を 身に付けている。

立案遂行能力
目標を 設定し ， チームが効果的かつ創造的に機能する 計

画を 立案遂行でき る 。

チーム総括能力
チームを まと め， 協調的かつ包括的な仕事環境の構築が

でき る。

自己実現力
生 涯 に 亘 る 学 習 能 力

【 自己実現力】

自主的， 継続的に学習を 続け， 持続

可能な社会の実現への取り 組みを 通

し て自己成長する能力を 身に付けて
いる。

継続的学習能力
自主的， 継続的に学習を 続け， 必要に応じ て新し い知識

や技能を 取得及び活用でき る 。

持続可能な 社会へ貢献す

る能力

持続可能な社会を 実現する ために生涯に亘り 自己を 高め

てゆける 。

情報工学コ ースカ リ キュ ラ ム・ ポリ シー

１ ． 教育課程の編成方針

工学部工学科情報・ 電気・ 数理データ サイ エン ス系情報工学コ ースでは， ディ プロ マ・ ポリ シーを 満足する人材を 養成し ます。

カ リ キュ ラ ムは， 教養教育科目と 専門教育科目で構成し ます。

教養教育科目は， 社会人と し て幅広い知識を 修得するための科目と し て設定し ており ， ある 程度専門性を 修得し たう えで， 専門

性を生かすために有益と なる幅広い知識を身に付けるこ と ができ る 高年次を 対象と し た科目も 設けています。

専門教育科目は，特定の高度な知的及び技術的な専門分野を学ぶも のと し て，学部共通の専門基礎科目と ，専門科目に分けており ，

専門科目はさ ら に系科目と コ ース科目に分けています。 専門基礎科目は，各専門領域の基礎と なる 授業科目と し て位置付けており ，
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工学の学問・ 研究に必要な基礎学力やグロ ーバルな視点から の学際的な知識を 身に付ける ための科目を 設定し ています。 系科目は

系の共通科目で， 各系の専門領域について知識と 技術を 修得し ， 専門技術者と し ての素養を 身に付けるための科目です。 コ ース科

目では， 系から さ ら に細分化さ れた各コ ースの専門領域についてより 深い知識と 技術を 身に付けるための科目を 設定し ています。

工学部の教育カ リ キュ ラ ムの特徴は， 次の４ 点にあり ます。 ① SDGs を 理解する ための SDGs 科目を 学部共通の教養教育科目

の必修科目と し て履修し ます。 ② Society5.0 実現のために必要不可欠な素養である 数理・ データ サイ エン ス科目を ， 教養教育科

目と 専門教育科目の枠組みで， いずれも 1 年次に集中し て履修し ます。 ③３ 年次に ELSI（ 倫理的・ 法的・ 社会的な課題） 教育の

ための科目を 履修し ます。 ④大学院に進学する学生が博士前期課程の授業を４ 年次に先取り 履修可能なシステムを設けています。

工学部工学科情報・ 電気・ 数理データ サイ エンス系情報工学コ ースでは， 本コ ースディ プロマ・ ポリ シーに掲げる 能力を身に付

けるために， 以下の方針により 体系的な教育課程を 編成し ています。

多面的に考える 素養と 能力【 教養１ 】

持続可能な開発目標（ SDGs） に掲げら れている多様性と 包摂性のある 社会の実現に必要な， 多面的に物事を 考える 素養と 能力

を 身に付けるために， 以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ 年次にガイ ダンス科目， １・ ２ 年次には知的理解， 実践知・

感性，汎用的技能と 健康，言語，３ 年次に高年次教養科目を設定し ています。特に，教養教育科目の区分で開講する SDGs科目，「 数理・

データ サイ エン スの基礎」，高年次教養科目の ELSI 教育科目では，Society5.0 for SDGs の実現に必要な基礎的能力を身に付けます。

技術者・ 研究者倫理【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技術者・ 研究者が社会に対し て負っ ている責任などを理解し ， 技術者・ 研究者と し ての

倫理能力を 身に付ける ために， 以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ 年次にガイ ダンス科目， １ ・ ２ 年次に知的理解，

実践知・ 感性， 汎用的技能と 健康， 言語， ３ 年次の高年次教養科目を 設定し ています。 特に， １ 年次の専門基礎科目の「 工学安全

教育」，２ 年次以降のコ ース科目の演習や実習，３ 年次の高年次教養科目の ELSI 教育科目では，工学系人材と し て不可欠な技術者・

研究者倫理能力を 身に付けます。

工学系人材と し ての基礎知識の活用能力【 専門性１ 】

数学， 自然科学及び情報・ 数理データ サイ エンスに関する 基礎知識の活用能力を 身に付けるために， 以下の科目を 提供し ます。

教養教育科目では， １ 年次にガイ ダンス科目， １ ・ ２ 年次に知的理解の区分で自然科学系科目， ３ 年次に高年次教養科目を ， 専門

教育科目では， 1 年次に専門基礎科目（ 専門英語は３ 年次に開講），「 数理・ データ サイ エンス（ 発展）」 を 設定し ています。 また，

低学年次に開講する系科目では， 専門分野の基礎知識の活用能力を身に付けます。

プログラ ミ ング言語の理解と 実践【 専門性２ －１ 】

代表的なプログラ ミ ング言語の文法， 特徴， 背後にある思想や数学的理論を 理解し ， 適切なプロ グラ ムを 作成する 能力を身に付

けるための科目と し て， ２ 年次に「 データ 構造と アルゴリ ズム」，「 プロ グラ ミ ング演習１ ・ ２ 」 などを ， ３ 年次に「 プログラ ミ ン

グ技法」，「 プロ グラ ミ ン グ言語」，「 オブジェ ク ト 指向言語」 などを提供し ます。

情報処理システムの理解と 応用【 専門性２ －２ 】

コ ンピュ ータ のハード ウェ アと ソ フ ト ウェ アに関する 技術を 理解し ， 目的に応じ た情報処理システムを設計する能力を 身に付け

る ための科目と し て， ２ 年次に「 コ ン ピ ュ ータ ハード ウェ ア」，「 オペレ ーティ ン グシステム」，「 システムプログラ ミ ング１ ・ ２ 」

などを ， ３ 年次に「 ソ フ ト ウェ ア設計」，「 コ ン パイ ラ 」，「 情報工学実験 A（ ハード ウェ ア）」，「 情報工学実験 C（ ソ フ ト ウェ ア）」

などを 提供し ます。

知能情報処理技術の理解と 応用【 専門性２ －３ 】

画像， 音声， 自然言語等の処理技術と 人工知能に関する基盤技術を 理解し ， それら を コ ン ピュ ータ 上に実装する能力を 身に付け

る ための科目と し て， ２ 年次に「 パタ ーン 認識と 学習」，「 数理論理学」，「 画像処理」 などを ， ３ 年次に「 人工知能」，「 知識工学」，

「 情報工学実験 B（ メ ディ ア処理）」，「 言語解析論」，「 ディ ジタ ル信号処理（ 情報）」，「 映像メ ディ ア処理」 などを 提供し ます。

社会課題解決のための情報収集・ 分析・ 発信能力【 情報力】

社会の要求に関し ， 情報の収集と 分析によっ て課題を 整理し ， 解決し た課題を 効果的に情報発信する 能力を 身に付ける ために，

以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ ・ ２ 年次に実践知・ 感性の区分で実践・ 社会連携系科目， 汎用的技能と 健康の区

分でアカ デミ ッ ク ・ ラ イ ティ ング系科目， １ 年次の「 数理・ データ サイ エンスの基礎」， ２ 年次以降に専門科目の演習， 実習科目，

３ 年次に「 技術表現法」， ４ 年次に「 特別研究」 を 提供し ます。

コ ミ ュ ニケーショ ン能力【 行動力１ 】

様々な専門分野と の学際的・ 国際的な協力を行う ための， 論理的な記述力， 口頭発表力， 討議力等のコ ミ ュ ニケーショ ンスキル

を 身に付ける ために， 以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ ・ ２ 年次に実践知・ 感性の区分で実践・ 社会連携系科目，

汎用的技能と 健康の区分でアカ デミ ッ ク・ ラ イ ティ ング系科目， 言語科目， ２ 年次以降に専門科目の演習， 実習科目， ３ 年次に「 技

術表現法」， 専門基礎科目で「 専門英語」 を 提供し ます。 また， 海外での語学研修， 海外留学やイ ン タ ーンシッ プ等のプロ グラ ム

を 提供し ます。

仕事の立案遂行及び総括能力【 行動力２ 】

創造的・ 計画的に仕事を 進め， 成果を まと める能力を 身に付けるために， ２ 年次以降に専門科目の演習， 実習科目， ４ 年次に「 特

別研究」 を 提供し ます。

生涯に亘る学習能力【 自己実現力】

自主的， 継続的に学習を 続け， 持続可能な社会の実現への取り 組みを 通し て自己成長する 能力を 身に付ける ために， ２ 年次以降

に専門科目の演習， 実習科目， ３ 年次に高年次教養科目， キャ リ ア関連科目を 提供し ます。 特に， 海外留学やイ ンタ ーンシッ プ等

のプログラ ムの他， 正課外のボラ ン ティ ア活動等の機会を積極的に利用するこ と を 推奨し ます。 また， ４ 年次に「 特別研究」 を 提
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供し ます。

その他

・ 各授業科目と ディ プロマ・ ポリ シーに掲げた能力の関係はシラ バスに明示し ます。

・ 学生は２ 年次から コ ースごと に定めら れたカ リ キュ ラ ムで学習し ます。 また，４ 年次から 教育研究分野（ 研究室） に配属し ます。

・ ３ 年次及び４ 年次へ進級するためには， 定めた要件を 満たす必要があり ます。

・ ELSI 教育科目と し て高年次教養科目「 工学倫理」 を提供し ます。

２ ． 教育課程における教育・ 学習方法に関する方針

１ 年次には教養教育科目と 専門基礎科目を ，２ 年次から コ ースに分かれて，専門科目を 中心に系科目と コ ース科目を 履修し ます。

３ 年次には専門科目に加えて高年次教養科目を 履修し ます。 なお， ２ 年次のコ ース分け後も ， 他のコ ースの専門科目を履修するこ

と で幅広い知識が身に付けら れる よ う になっ ています。 ４ 年次には教育研究分野（ 研究室） に配属さ れ，「 特別研究」 によ り 課題

発見と 解決に取り 組みます。 授業科目は到達目標に応じ て講義， 演習， 実習， 実験等により 開講し ます。

３ ． 学習成果の評価方針

学習成果は， 授業の形態（ 講義， 演習， 実習， 実験等） に応じ て， 定期試験， レ ポート ， 授業中の小テスト や発表など各科目の

シラ バスに明記さ れた評価方法に基づき ， 到達目標の達成度を厳格に判定し ます。

ネッ ト ワーク 工学コ ースディ プロマ・ ポリ シー

工学部工学科情報・ 電気・ 数理データ サイ エンス系ネッ ト ワーク 工学コ ースは， 高速・ 大容量通信のためのコ ンピ ュ ータ ネッ ト

ワーク 構築に不可欠なユーザ端末間を つなぐ 物理的なネッ ト ワーク 機器， ネッ ト ワーク 制御のためのソ フ ト ウェ ア技術， セキュ リ

ティ 技術， ユーザ端末の相互接続のための有線・ 無線通信技術に通じ ， 通信ネッ ト ワーク 工学に関連する諸問題の解決に寄与する

技術者・ 研究者を 養成する 。

ネッ ト ワーク 工学コ ースディ プロマ・ ポリ シーはこ の理念に基づき ， 所定の期間在学し ， 所定の単位を 修得し た学生に対し ， 以

下の能力を 身に付けたも のと 認定し ， 学士（ 工学） の学位を 授与する。

ネッ ト ワーク 工学コ ース D P・ コ ン ピテン シー

学部 D P コ ース DP 要素 コ ース D P 詳述 コ ンピ テンシー コ ン ピテン シー詳述

教養１
多面的に考える 素養と
能力【 教養１ 】

持続可能な 開発目標（ SDGs） に掲

げら れている 多様性と 包摂性のある

社会の実現のため， 技術者・ 研究者
と し て，今日的課題についての知識，

多面的に物事を 考える素養と 能力を

身に付けている 。

俯瞰的な 課題把握と 総合

的な調査

今日的課題， 多様な考え方， 事実等に関し ， 意見や結論

を 述べる ための俯瞰的な課題把握と 総合的な調査を する

こ と ができ る 。

多様性の理解と 社会参加
持続可能な社会実現のため，多様な地域や文化を 理解し ，
その中で活動するこ と ができ る。

教養２
技術者・ 研究者倫理

【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影響や効

果， 技術者・ 研究者が社会に対し て

負っ ている責任などを理解し ， 技術
者・ 研究者と し ての倫理能力を 身に

付けている。

技術者・ 研究者責任の理

解

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技術者・ 研究者

が社会に対し て負っ ている 責任を 理解し 説明する こ と が

でき る。

技術者・ 研究者倫理の理

解

技術者・ 研究者と し ての倫理的責任を 認識し 説明する こ

と ができ る。

専門性１

工学系人材と し ての基

礎知識の活用能力
【 専門性１ 】

数学， 自然科学， 工学， 及び情報・

数理データ サイ エン スに関する 基礎
知識の活用能力を 身に付けている 。

数学の知的基盤
数学分野の基礎知識を 修得し ， こ れら の知識を 技術的専

門知識と 関連づける こ と ができ る 。

工学・ 自然科学の知的基

盤

工学・ 自然科学分野に関する 基礎知識を 修得し ， こ れら

の知識を 技術的専門知識と 関連づけ， 整理する こ と がで
き る 。

情報・ 数理デー タ サイ エ

ンスの知的基盤

情報・ 数理データ サイ エ ン ス 分野の基礎知識を 修得し，

こ れら の知識を 技術的専門知識と 関連づける こ と ができ

る 。

専門性２

電気電子・ 通信ネッ ト
ワーク 工学の専門基礎

知識と 社会課題の発見

能力【 専門性２ －１ 】

電気工学， 電子工学， 通信工学及び
ネッ ト ワーク 工学と その関連領域の

基礎知識を修得し ， こ れに基づき 社

会課題を 発見・ 把握する 能力を 身に

付けている。

電気通信分野の基礎知識
力

通信ネッ ト ワーク 工学及び電気電子工学に関する 専門知
識や理論を 理解し ， 説明する こ と ができ る 。

電気通信分野の基礎知識
の応用能力

通信ネッ ト ワーク 工学及び電気電子工学に関する 専門知
識や理論を 課題解決に応用するこ と ができ る。

ネッ ト ワーク 工学分野

の高度専門知識と 社会

課題の解決能力

【 専門性２ －２ 】

ネッ ト ワーク 工学分野における 高度

専門知識を修得し ， こ れに基づき 社

会課題を 解決するためのプロセスを

デザイ ン する 能力を 身に付けて い
る 。

社会課題を 発見・ 把握す

る能力

通信ネッ ト ワーク 工学分野， 及び， その周囲領域の社会

課題を 特定， 定式化するこ と ができ る。

課題解決に至る 実践力
通信ネッ ト ワーク 工学分野の専門知識に基づいて多様な

要因を 解明し ， 課題解決に導く こ と ができ る。

情報力
社会課題解決のための
情報収集・ 分析・ 発信

能力【 情報力】

先端的な工学の発展を担う ため， 社

会の要求に関し ， 情報の収集と 分析
によっ て課題を 整理し ， 的確に理解

する能力， 成果を 効果的に発信する

能力を 身に付けている。

情報収集・ 分析能力
情報を 的確に収集し ， データ に基づいて適切に分析する

こ と ができ る 。

情報活用・ 発信能力
先端的な工学の発展を 担う ため， 情報のアッ プデート と
品質管理を 行い， データ に基づいた判断を 下し ， ま た，

成果を 効果的に発信でき る 。

行動力１
コ ミ ュ ニケーショ ン 能
力【 行動力１ 】

様々な専門分野と の学際的・ 国際的

な協力を 行う ための， 論理的な記述

力， 口頭発表力， 討議力等のコ ミ ュ
ニケーショ ン スキルを身に付けてい

る 。

国際的視野 世界的水準で重要な事象を 理解し 議論でき る。

コ ミ ュ ニケーショ ン能力 論理的かつ効果的な記述， 口頭発表， 討議ができ る 。

行動力２
仕事の立案遂行及び総

括能力【 行動力２ 】

創造的・ 計画的に仕事を 進め， リ ー

ダーシッ プを 発揮し ， 成果と し てま

と める 能力を 身に付けている。

立案遂行能力
目標を 設定し ， チームが効果的かつ創造的に機能する 計
画を 立案遂行でき る 。

チーム総括能力
チームを まと め， 協調的かつ包括的な仕事環境の構築が

でき る。
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自己実現力
生 涯 に 亘る 学 習 能 力

【 自己実現力】

自主的， 継続的に学習を 続け， 持続

可能な社会の実現への取り 組みを通

し て自己成長する 能力を 身に付けて
いる 。

継続的学習能力
自主的， 継続的に学習を 続け， 必要に応じ て新し い知識

や技能を 取得及び活用でき る 。

持続可能な 社会へ貢献す

る 能力

持続可能な社会を 実現する ために生涯に亘り 自己を 高め

てゆける。

ネッ ト ワーク 工学コ ースカ リ キュ ラ ム・ ポリ シー

１ ． 教育課程の編成方針

工学部工学科情報・ 電気・ 数理データ サイ エンス系ネッ ト ワーク 工学コ ースでは， ディ プロマ・ ポリ シーを 満足する人材を 養成

し ます。 カ リ キュ ラ ムは， 教養教育科目と 専門教育科目で構成し ます。

教養教育科目は， 社会人と し て幅広い知識を修得する ための科目と し て設定し ており ， ある程度専門性を 修得し たう えで， 専門

性を 生かすために有益と なる幅広い知識を 身に付ける こ と ができ る高年次を対象と し た科目も 設けています。

専門教育科目は，特定の高度な知的及び技術的な専門分野を 学ぶも のと し て，学部共通の専門基礎科目と ，専門科目に分けており ，

専門科目はさ ら に系科目と コ ース科目に分けています。 専門基礎科目は，各専門領域の基礎と なる授業科目と し て位置付けており ，

工学の学問・ 研究に必要な基礎学力やグロ ーバルな視点から の学際的な知識を 身に付ける ための科目を 設定し ています。 系科目は

系の共通科目で， 各系の専門領域について知識と 技術を 修得し ， 専門技術者と し ての素養を 身に付けるための科目です。 コ ース科

目では， 系から さ ら に細分化さ れた各コ ースの専門領域についてより 深い知識と 技術を 身に付けるための科目を 設定し ています。

工学部の教育カ リ キュ ラ ムの特徴は， 次の４ 点にあり ます。 ① SDGs を 理解する ための SDGs 科目を 学部共通の教養教育科目

の必修科目と し て履修し ます。 ② Society5.0 実現のために必要不可欠な素養である 数理・ データ サイ エン ス科目を ， 教養教育科

目と 専門教育科目の枠組みで， いずれも 1 年次に集中し て履修し ます。 ③３ 年次に ELSI（ 倫理的・ 法的・ 社会的な課題） 教育の

ための科目を 履修し ます。 ④大学院に進学する学生が博士前期課程の授業を４ 年次に先取り 履修可能なシステムを設けています。

工学部工学科情報・ 電気・ 数理データ サイ エンス系ネッ ト ワーク 工学コ ースでは， 本コ ースディ プロ マ・ ポリ シーに掲げる能力

を 身に付けるために， 以下の方針により 体系的な教育課程を 編成し ています。

多面的に考える 素養と 能力【 教養１ 】

持続可能な開発目標（ SDGs） に掲げら れている多様性と 包摂性のある 社会の実現に必要な， 多面的に物事を 考える 素養と 能力

を 身に付けるために， 以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ 年次にガイ ダンス科目， １・ ２ 年次には知的理解， 実践知・

感性，汎用的技能と 健康，言語，３ 年次に高年次教養科目を設定し ています。特に，教養教育科目の区分で開講する SDGs科目，「 数理・

データ サイ エン スの基礎」，高年次教養科目の ELSI 教育科目では，Society5.0 for SDGs の実現に必要な基礎的能力を身に付けます。

技術者・ 研究者倫理【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技術者・ 研究者が社会に対し て負っ ている責任などを理解し ， 技術者・ 研究者と し ての

倫理能力を 身に付ける ために， 以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ 年次にガイ ダンス科目， １ ・ ２ 年次に知的理解，

実践知・ 感性， 汎用的技能と 健康， 言語， ３ 年次の高年次教養科目を 設定し ています。 特に， １ 年次の専門基礎科目の「 工学安全

教育」，２ 年次以降のコ ース科目の演習や実験，３ 年次の高年次教養科目の ELSI 教育科目では，工学系人材と し て不可欠な技術者・

研究者倫理能力を 身に付けます。

工学系人材と し ての基礎知識の活用能力【 専門性１ 】

数学， 自然科学及び情報・ 数理データ サイ エンスに関する 基礎知識の活用能力を 身に付けるために， 以下の科目を 提供し ます。

教養教育科目では， １ 年次にガイ ダンス科目， １ ・ ２ 年次に知的理解の区分で自然科学系科目， ３ 年次に高年次教養科目を ， 専門

教育科目では， 1 年次に専門基礎科目（ 専門英語は３ 年次に開講），「 数理・ データ サイ エンス（ 発展）」 を 設定し ています。 専門

基礎科目の選択科目では，「 物理学基礎（ 力学）」，「 物理学基礎（ 電磁気学）」，「 プロ グラ ミ ング」，「 微分方程式」 を ネッ ト ワーク

工学コ ースの推奨科目と し ています。 また， 低学年次に開講する 系科目では， 専門分野の基礎知識の活用能力を 身に付けます。 系

科目では，「 技術表現法」，「 特別研究」，「 フ ーリ エ解析・ ラ プラ ス変換」，「 情報理論」 を 本コ ースの必修科目と し ています。

電気電子・ 通信ネッ ト ワーク 工学の専門基礎知識と 社会課題の発見能力【 専門性２ －１ 】

電気工学， 電子工学， 通信工学及びネッ ト ワーク 工学と その関連領域の基礎知識と 基盤技術を 熟知し， それを 社会課題の発見・

把握につなげる 能力を 身に付けるため， ２ 年次以降は電磁気学， 電気回路， 電子回路などの電気電子工学分野並びに計算機数学，

通信工学， ディ ジタ ル信号処理などの通信ネッ ト ワーク 工学の基本と なる専門科目を提供し ます。

ネッ ト ワーク 工学分野の高度専門知識と 社会課題の解決能力【 専門性２ －２ 】

ネッ ト ワーク 工学分野の技術を 熟知し ， それを 社会課題の解決に応用する能力を 身に付けるため， コ ンピュ ータ ネッ ト ワーク の

設計・ 構築・ 運用技術， 情報処理技術， セキュ リ ティ 技術， 有線・ 無線通信技術などの通信ネッ ト ワーク 工学に関する専門技術を

幅広く 提供し ます。「 ネッ ト ワーク 工学実験 A」，「 ネッ ト ワーク 工学実験 B」，「 UN IX プロ グラ ミ ン グ」，「 ネッ ト ワーク プロ グラ

ミ ング実験」 並びに「 特別研究」 では， Society5.0 の実現につながる 実践的な能力を 身に付けます。

社会課題解決のための情報収集・ 分析・ 発信能力【 情報力】

社会の要求に関し ， 情報の収集と 分析によっ て課題を 整理し ， 解決し た課題を 効果的に情報発信する 能力を 身に付ける ために，

以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ ・ ２ 年次に実践知・ 感性の区分で実践・ 社会連携系科目， 汎用的技能と 健康の区

分でアカ デミ ッ ク ・ ラ イ ティ ング系科目， １ 年次の「 数理・ データ サイ エンスの基礎」， ２ 年次に「 ネッ ト ワーク 工学実験 A」， ３

年次に「 ネッ ト ワーク 工学実験 B」，「 UN IX プログラ ミ ン グ」，「 技術表現法」， ４ 年次に「 特別研究」 を 提供し ます。

コ ミ ュ ニケーショ ン能力【 行動力１ 】

様々な専門分野と の学際的・ 国際的な協力を行う ための， 論理的な記述力， 口頭発表力， 討議力等のコ ミ ュ ニケーショ ンスキル

を 身に付ける ために， 以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ ・ ２ 年次に実践知・ 感性の区分で実践・ 社会連携系科目，

汎用的技能と 健康の区分でアカ デミ ッ ク・ ラ イ ティ ング系科目， 言語科目， ２ 年次に「 ネッ ト ワーク 工学実験 A」， ３ 年次に「 ネッ

ト ワーク 工学実験 B」，「 技術表現法」， 専門基礎科目で「 専門英語」 を 提供し ます。 また， 海外での語学研修， 海外留学やイ ン タ ー
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ン シッ プ等のプロ グラ ムを 提供し ます。

仕事の立案遂行及び総括能力【 行動力２ 】

創造的・ 計画的に仕事を 進め， 成果を まと める能力を 身に付けるために， ２ 年次以降に専門科目の演習， 実習科目， ４ 年次に「 特

別研究」 を 提供し ます。

生涯に亘る学習能力【 自己実現力】

自主的， 継続的に学習を 続け， 持続可能な社会の実現への取り 組みを通し て自己成長する能力を 身に付けるために， ２ 年次以降

に専門科目の演習， 実習科目， ３ 年次に高年次教養科目， キャ リ ア関連科目を 提供し ます。 特に， 海外留学やイ ン タ ーンシッ プ等

のプログラ ムの他， 正課外のボラ ンティ ア活動等の機会を 積極的に利用するこ と を 推奨し ます。 また， ４ 年次に「 特別研究」 を提

供し ます。

その他

・ 各授業科目と ディ プロマ・ ポリ シーに掲げた能力の関係はシラ バスに明示し ます。

・ 学生は２ 年次から コ ースごと に定めら れたカ リ キュ ラ ムで学習し ます。 また， ３ 年次後半から 教育研究分野（ 研究室） に配属

し ます。

・ ３ 年次及び４ 年次へ進級するためには， コ ースごと に定めた要件を満たす必要があり ます。

・ ELSI 教育科目と し て高年次教養科目「 工学倫理」 を提供し ます。

２ ． 教育課程における教育・ 学習方法に関する方針

１ 年次には教養教育科目と 専門基礎科目を ，２ 年次から コ ースに分かれて，専門科目を 中心に系科目と コ ース科目を 履修し ます。

３ 年次には専門科目に加えて高年次教養科目を 履修し ます。 なお， ２ 年次のコ ース分け後も ， 他のコ ースの専門科目を履修するこ

と で幅広い知識が身に付けら れるよう になっ ています。 教育研究分野（ 研究室） に配属さ れた後， ４ 年次には「 特別研究」 により

課題発見と 解決に取り 組みます。 授業科目は到達目標に応じ て講義， 演習， 実習， 実験等により 開講し ます。

３ ． 学習成果の評価方針

学習成果は， 授業の形態（ 講義， 演習， 実習， 実験等） に応じ て， 定期試験， レ ポート ， 授業中の小テスト や発表など各科目の

シラ バスに明記さ れた評価方法に基づき ， 到達目標の達成度を厳格に判定し ます。

エネルギー・ エレ ク ト ロニク スコ ースディ プロマ・ ポリ シー

工学部工学科情報・ 電気・ 数理データ サイ エンス系エネルギー・ エレ ク ト ロニク スコ ースは， 創エネ・ 省エネ・ 畜エネ， そし て，

こ れら のシステム制御から なる エネルギーマネジメ ント システムの構築やこ れに寄与する各種デバイ ス・ 材料の開発に必要な専門

的教育だけでなく ， 現代技術者に不可欠な情報通信技術に関する教育を行い， グローバルなエネルギー問題の解決に様々な方面か

ら 貢献でき る電気電子工学分野の技術者・ 研究者を養成する 。

エネルギー・ エレ ク ト ロニク スコ ースディ プロマ・ ポリ シーはこ の理念に基づき ， 所定の期間在学し ， 所定の単位を修得し た学

生に対し ， 以下の能力を 身に付けたも のと 認定し ， 学士（ 工学） の学位を 授与する。

エネルギー・ エレ ク ト ロ ニク スコ ース D P・ コ ン ピテン シー

学部 D P コ ース DP 要素 コ ース D P 詳述 コ ンピ テンシー コ ン ピテン シー詳述

教養１
多面的に考える 素養と

能力【 教養１ 】

持続可能な 開発目標（ SDGs） に掲

げら れている 多様性と 包摂性のある
社会の実現のため， 技術者・ 研究者

と し て，今日的課題についての知識，

多面的に物事を 考える素養と 能力を

身に付けている 。

俯瞰的な 課題把握と 総合

的な調査

今日的課題， 多様な考え方， 事実等に関し ， 意見や結論

を 述べる ための俯瞰的な課題把握と 総合的な調査を する
こ と ができ る 。

多様性の理解と 社会参加
持続可能な社会実現のため，多様な地域や文化を 理解し ，
その中で活動するこ と ができ る。

教養２
技術者・ 研究者倫理

【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影響や効

果， 技術者・ 研究者が社会に対し て

負っ ている責任などを理解し ， 技術
者・ 研究者と し ての倫理能力を 身に

付けている。

技術者・ 研究者責任の理

解

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技術者・ 研究者

が社会に対し て負っ ている 責任を 理解し 説明する こ と が

でき る。

技術者・ 研究者倫理の理
解

技術者・ 研究者と し ての倫理的責任を 認識し 説明する こ
と ができ る。

専門性１

工学系人材と し ての基

礎知識の活用能力
【 専門性１ 】

数学， 自然科学， 工学， 及び情報・

数理データ サイ エン スに関する 基礎
知識の活用能力を 身に付けている 。

数学の知的基盤
数学分野の基礎知識を 修得し ， こ れら の知識を 技術的専

門知識と 関連づける こ と ができ る 。

工学・ 自然科学の知的基
盤

工学・ 自然科学分野に関する 基礎知識を 修得し ， こ れら

の知識を 技術的専門知識と 関連づけ， 整理する こ と がで
き る 。

情報・ 数理デー タ サイ エ

ンスの知的基盤

情報・ 数理データ サイ エ ン ス 分野の基礎知識を 修得し，

こ れら の知識を 技術的専門知識と 関連づける こ と ができ

る 。

専門性２

電気電子・ 通信ネッ ト

ワーク 工学の専門基礎

知識と 社会課題の発見

能力【 専門性２ －１ 】

電気工学， 電子工学， 通信工学及び

ネッ ト ワーク 工学と その関連領域の

基礎知識を修得し ， こ れに基づき 社

会課題を 発見・ 把握する 能力を 身に

付けている。

電気通信分野の基礎知識
力

電気電子工学及び通信ネッ ト ワーク 工学に関する 専門知
識や理論を 理解し ， 説明する こ と ができ る 。

電気通信分野の基礎知識
の応用能力

電気電子工学及び通信ネッ ト ワーク 工学に関する 専門知
識や理論を 課題解決に応用するこ と ができ る。

エネルギー・ エレ ク ト

ロ ニク ス分野の高度専

門知識と 社会課題の解
決能力【 専門性２ －２ 】

エネルギー・ エレ ク ト ロ ニク ス分野

における 高度専門知識を 修得し ， こ

れに基づき 社会課題を解決する ため

のプロ セスを デザイ ンする 能力を 身
に付けている 。

社会課題を 発見・ 把握す

る能力

電気電子工学分野， 及び， その周囲領域の社会課題を 特

定， 定式化する こ と ができ る 。

課題解決に至る 実践力
電気電子工学分野の専門知識に基づいて多様な要因を 解

明し ， 課題解決に導く こ と ができ る 。
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